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【本領域の目的】 

 本領域では、原始的な生命が誕生したと考えら

れる、地球誕生から約６億年間 (46-40 億年前)
の「冥王代」に焦点をあて、生命がいつ、どこで、

どのように誕生したかを明らかにする事を目的と

する。冥王代の地球では、大陸、海洋、大気の三

要素が循環的に相互作用し、生命誕生場となる極

めて多様で動的な環境「Habitable Trinity (HT)」
が作り出された。この生命誕生場のモデルである

「Habitable Trinity モデル」を中核的な作業仮

説とし、地球惑星科学と生命科学を基盤とする計

画研究および相互依存的研究からのフィードバッ

クにより、原始生命誕生において必須となる条件

を特定し、生命誕生場は冥王代地球のどこで実現

したのか？そして、それに必要な普遍的条件とは

何か？これらの問いに答える「冥王代生命学」を

確立する事を目指す。さらに、最新の惑星形成の

理論研究と実験研究を進め、宇宙における生命誕

生の普遍的条件を明らかにし、冥王代生命学を拡

張した「惑星生命学」の基礎の構築を目指す。 
 

【本領域の内容】 
 本領域では、地球惑星科学と生命科学を基盤と

する以下の５つの計画研究を推進する。A01（冥

王代地球）:生命誕生場となった冥王代地球表層環

境を復元し、惑星形成理論と整合的な生命誕生場

モデルを示す。A02（冥王代化学進化）:多様で動

的な環境条件を再現する複数のリアクターを接続

することで、生命始原分子から高次構造体の前生

物的合成に至る、多段階の化学進化を連続的に実

現する。A03（冥王代類似環境微生物）:冥王代類

似環境微生物の培養化・ゲノム解読・分子進化解

析・ゲノム操作等を通じて原始的生命体のゲノム

を再構成し、半人工生命実験により原始的ゲノム

をもつ生命体を創出し、原始的な生命機能を推定

する。A04（ポスト冥王代）:世界中で 35 カ所あ

る太古代地殻分布域において、網羅的に地質調査

および岩石採取を実施し、冥王代地質証拠を確保

する。A05（生命惑星）:HT が成立する惑星形成

条件を明らかにする。これら全計画研究の相互依

存的研究により、HT モデルを深化させ、原始生

命誕生に必須の条件を特定する。 
 総括班では、地球惑星科学と生命科学からなる

学際融合研究の連携の核となる「地球生命研究グ

ローバルセンター」を設置し、領域全体の研究の

調整・評価、領域会議・シンポジウム、共同巡検 
 

の開催を行う。また、研究で得られた試料、微生

物株、解析結果などを収録する統合データベース

「地球生命アーカイブ」を構築し、国内外から広

く活用可能とする。 

本領域の研究体制 

 
【期待される成果と意義】 
 生命がいつ、どこで、どのように誕生したかを
明らかにするためには、生命科学のみからのアプ
ローチでは到底解決する事はできない。本領域で
は、「HT モデル」を中核的な作業仮説とし、冥王
代末期の地球環境条件の決定、冥王代地球表層環
境条件下での化学進化実験、冥王代類似環境にお
けるゲノム進化、HT を成立させる惑星形成条件
の検討など、単独の研究分野では解く事ができな
いこれらの課題を、 それぞれの研究グループが相
互依存的に連携する事で、生命誕生場に焦点をあ
て研究を推進する。さらに全ての研究成果を冥王
代地球環境にフィードバックし、HT モデルを深
化させる事で、「冥王代生命学」という世界に類を
見ない新しい学問領域を創成する事が可能となる。 
 

【キーワード】 
冥王代：地球誕生から約６億年間の地質時代。 
Habitable Trinity (HT)：大陸、海洋、大気の三要
素が循環的に相互作用する極めて多様で動的な生
命誕生場（Dohm & Maruyama, 2013）。 
 

【研究期間と研究経費】 
 平成 26 年度－30 年度 
  1,079,400 千円 
 

【ホームページ等】 
http://hadean.jp/ 

  ken@hadean.jp 


